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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 248 気 28 疑問 19
手話 205 少し 28 使える 19
表現 109 必要 27 ディズニー 18
文 81 忘れる 27 聴 18
難しい 74 Wh 25 練習 18
考える 69 形 25 学校 17
使う 60 表情 25 言う 17
自分 56 話す 24 使い分け 17
人 55 意味 23 障害 17
知る 53 多い 23 LGBT 16
感じる 48 動画 23 頑張る 16
分かる 48 ディスカッション 22 大切 16
今日 47 違い 22 普段 16
見る 43 今 22 聞く 16
単語 42 先生 22 慣れる 15
復習 40 出る 21 驚く 15
口 37 分裂 21 手 15
覚える 33 理解 21 授業 15
意識 32 たくさん 20 伝わる 15
会話 32 情報 20 内容 15
配慮 32 伝える 20 発表 15
学ぶ 29 話 20 保障 15

















































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 235 練習 33 気 20
手話 201 意識 30 出る 20
単語 103 今日 30 頭 20
見る 91 先生 30 理解 20
通訳 91 文 29 手 19
自分 90 少し 28 言葉 18
表現 90 知る 27 使う 18
感じる 50 覚える 26 改めて 16
難しい 47 人 25 初めて 16
動画 46 多い 25 大変 16
日本語 45 今 24 話 16
分かる 40 必要 24 話す 16
読み取り 39 文章 23 ろう者 15
口 38 聞き取る 23 音声 15
内容 38 言う 22 学ぶ 15
聞く 37 考える 22 前 15
部分 35 勉強 22 力 15
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